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研究成果の概要（和文）： 

 １９世紀の書籍にかかわる流通・出版の問題にどのように規制が関わったかを明確にす
ることを研究の目的とし、広範な調査を行った。その結果『絵本太閤記』の絶板に伴う色
摺絵本の禁止が色摺絵本に及ぼした影響について広範に調査し、江戸出版界の動向を明ら
かにした。また検閲システムを明らかにし、いわゆる検閲の証印である改印についての研
究を行った。さらに『正本写』の研究を行い、その出版に関わる年表を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The result of this research clarifies about the regulation which circulation and 

publication of books in the 19th century received. 

The domain of this research is as follows. 

The coloring picture-book of the Edo period  

The publisher of the Edo period 
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総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 
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１．研究開始当初の背景 

 近世における検閲が文学に与えた影響に
ついての研究は歴史学からのアプローチが
多く、法制史研究の一環として行われてきた。
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そのため御触書その他文献資料が残ったも
のについては優れた業績が多々残されてい
るが、文献資料がないものについては研究が
皆無と言ってよかった。 

 国文学研究の方法、それは書誌やその他の
視点から作品解析を行い、検閲の影響を文学
作品そのものから見出すことができること
に気づき、それを発展させるべく本研究の申
請を行った。 

 

２．研究の目的 

  研究目的は以下の通りである。 

 

(1)『禁書目録』『絶焼録』『開版指針』等を
詳細に検討することにより、享保・寛政・天
保期のおける検閲のあり方を検討する。 

 

(2)研究活動の一環として『筆禍史』の補
訂をおこなう。それに際して、改印制度を全
期間にわたって再検討する。 

 
(3)実際の文学作品を検閲の視点から検討

する。 
享保期については軍書類における徳川家

や諸大名に対する表現方法、また公許された
遊郭以外の売春の取締りが文学作品に与え
た影響を検証する。 

寛政期については、地本問屋を中心とした
自己規制のあり方、春画や売春の取締りが文
学作品に与えた影響を検証する。 

天保期以降に関しては、演劇への規制や風
俗矯正の文学作品に及ぼした影響を合巻を
中心に研究する。 
幕末期は幕府の政策実現の一環としての

出版が予想されるため、その検証を行う。 
 
(4)絵本・浮世絵類の研究を通して検閲の

実態を探る。 
 

３．研究の方法 
(1)上記(1)に対応して、『開版指針』の翻

刻・注釈を研究会形式で行う。完了したら『筆
禍史』に移る。 

 
 (2)規制に伴う､出版システムの変化を検
証する。改印制度と演劇関係の出版の関係の
調査が主眼となる。 
 
 (3)国内外の図書館・美術館・個人コレク
ション等に所蔵され調査対象を精査する。 
 (4)天保期における紙価の変動と奢侈禁止
令の関係を調査する。 
 
 (5)上記(4)に対応し、19世紀前半に江戸で
刊行された絵本の調査を行い、規制との関係
を明らかにする。 
 

４．研究成果 
 研究会により、『開版指針』はほぼ解読が
完了した。この成果は国立国会図書館の白戸
満喜子氏によって発表される予定である。 
 
 文化期の色摺規制に関わる問題は、享和期
の絵本の調査を国内外で行い、合巻の絵
本化という問題に関わることを発見した。
『絵本太閤記』の絶板直後におきた江戸にお
ける多色摺絵本の絶板の原因を『絵本太閤
記』五編の口絵と地図に多色摺が使用されて
いたことに求めた。この問題は従来、『割印
帳』に『福鼠尻尾太棹』『敵討播州舞子浜』
の二例の絶板記事が記されるのみで、あまり
重要視されてこなかった。これは絶板となっ
た二書が上方での流通を図るために書物問
屋の割印を受けたことによりたまたま記録
に残ったためであった。しかし文化元年には
多くの色摺絵本が絶板となったことが明ら
かになり、文化期の流通の問題に関わる問題
が浮上した。文化元年の『絵本太閤記』
絶板にともなう色摺禁止令が合巻に与
えた影響を考察するための予備的な研
究として「山東京伝の文学と絵画―『糸車
九尾狐』と『絵本玉藻譚』」を発表した。『絵
本玉藻譚』は文化五年の残虐な絵組の禁止令
にも関わる作品である。 
需要が存在するのに絵本という商品の供

給が規制により絶たれたため、多色摺絵本の
代替物として草双紙の絵本化、すなわち合巻
化が進展し、多くの地本問屋が草双紙に参入
することとなった。そのため多くの新興の合
巻板元は作者と画工の確保に苦労すること
となり、新しい作者、画工の誕生を見ること
になった。これについては「文化前期の地本
問屋と文化元年の彩色摺禁令」として報告し
た。 
 
 流通規制に関わる問題は天保改革におけ
る『偐紫田舎源氏』の絶板が奢侈禁止令
の一環であることを実証するために不
可欠である合巻価格について考察を加
え、「文政末・天保期の合巻流通と価格」
という成果になった。これには地本問屋
の流通システムの実態を明らかにする
という成果も伴い、近世の検閲システム
を支えた地本問屋の研究に寄与できた
ものと自負する。また天保改革後の地本
問屋仲間再興との関連においても重要
な研究といえる。それを補う研究として
「『傾城水滸伝』の衝撃」「『国字水滸伝』
と七編下冊草稿について」を発表した。 
 
草双紙や浮世絵研究に不可欠な名主

や行事による改印については『浮世絵大
事典』（東京堂出版、2008 年 6 月）の「改
印」の項を執筆した。これは改印の変遷



 

 

について、その理由等について考察を加
えたもので、事典の項目ではあるが、検
閲システムの研究をする上で不可欠の
資料である改印についての問題提起と
なっている。 
 
 演劇に関わる出版物に対する規制の問題
に関しては『正本写年表』として、網羅的な
書誌を発表した。これは演劇そのものに対す
る規制史を論ずる上でも重要な成果である。 
 
 吉原に関わる規制の研究は、慶応義塾大学
の日比谷孟俊教授との共同研究により進展
し、その成果は吉原の構造そのものにまで及
んだ。「大岡越前守忠相と吉原―集娼政策へ
の転換―」は一般誌に掲載されたものである
が、幕府の集娼政策の前提となった岡場所の
女性に対する奴という処分の前提となった
西田屋九重の事例を調査することによって、
罪を犯した人物を公然と刊行することが不
可能であったことを示した。 
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